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『
神
祇
秘
鈔
』
註
解
（
二
）

中
世
神
祇
信
仰
研
究
会

前
回
（
本
誌
第
十
号
）
に
引
き
続
き

『
神
祇
秘
鈔
』
中
巻
の
訓
読
と
註
解
を
お
届
け
す
る
。

、

基
本
的
に
は
前
回
と
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
が
、
と
り
あ
え
ず
、
中
巻
の
内
容
に
つ
い
て
の
簡
単
な
案
内
と
、
使
用
底
本
に
つ

い
て
若
干
の
補
足
を
し
て
お
き
た
い
。

中
巻
は
「
日
本
神
生
国
事

「
神
仏
本
迹
事

「
依
神
明
法
楽
顕
善
悪
二
辺
事

「
大
神
宮
忌
僧
尼
等
事

「
大
神
宮
求
聞
持
相

」

」

」

」

応
事

「
神
者
為
不
生
理
又
三
千
界
主
事
」
の
全
六
条
か
ら
な
る
。
各
条
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
条
の
解
説

」

を
お
読
み
頂
く
と
し
て
、
中
巻
で
取
り
あ
げ
ら
れ
る
テ
ー
マ
と
し
て
大
き
な
も
の
が
ふ
た
つ
あ
る
。
ひ
と
つ
目
は
神
の
本
迹
の
問

題
で
あ
る
。
第
十
二
条
の
問
い
に
も
あ
る
よ
う
に
、
基
本
的
に
は
神
を
本
地
と
し
仏
を
垂
迹
と
す
る
「
神
本
仏
迹
」
を
説
く
が
、

そ
れ
は
単
に
神
の
優
位
を
説
く
た
め
と
い
う
よ
り
は
、
神
を
本
覚
・
本
門
で
あ
る
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
神
仏
の
本
迹
や
優
劣
を

無
化
す
る
方
向
の
議
論
で
あ
る
と
こ
ろ
に
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
第
十
一
・
十
二
・
十
五
・
十
六
条
が
そ
れ
に
あ
た

る
。も

う
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
は
、
神
宮
に
お
け
る
法
楽
の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
神
宮
の
仏
法
忌
避
の
問
題
と
し
て
提
起

さ
れ
、
有
名
な
第
六
天
魔
王
契
約
説
が
引
か
れ
る
が
、
議
論
は
そ
こ
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
第
六
天
魔
王
説
話
は
、
魔
王
の
目
を
欺

く
た
め
に
表
向
き
は
仏
法
を
近
づ
け
な
い
の
だ
と
い
う
、
い
わ
ば
消
極
的
な
仏
法
忌
避
の
理
由
説
明
で
あ
る
が
、
本
書
は
そ
れ
に
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加
え
て
積
極
的
理
由
を
見
出
し
展
開
す
る
。
神
宮
で
は
幣
帛
を
捧
げ
ず
、
念
誦
読
経
を
し
な
い
の
は
、
神
が
自
受
法
楽
し
て
い
る

か
ら
で
あ
り
、
神
は
心
が
清
浄
で
所
望
が
な
い
無
念
寂
静
の
参
詣
を
尊
ぶ
と
い
う
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
何
も
唱
え
ず
、
何
も
念

じ
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
所
願
は
成
就
す
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
僧
尼
で
あ
る
こ
と
は
二
次
的
な
問
題
に
す
ぎ
な
い
。
第

六
天
魔
王
説
話
が
、
お
そ
ら
く
神
官
の
側
か
ら
の
説
明
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
こ
ち
ら
は
よ
り
高
度
な
教
理
的
議
論
に
ま
で
高
め

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
第
十
三
・
十
四
条
を
中
心
に
、
展
開
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
稿
が
訓
読
の
底
本
と
し
て
い
る
大
須
真
福
寺
文
庫
本
に
は
、
中
巻
の
第
四
・
第
五
丁
に
落
丁
が
あ
る
。
内
容
で

い
う
と
、
第
十
二
条
の
後
半
部
分
に
あ
た
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
そ
の
部
分
の
み
、
神
道
大
系
「
真
言
神
道
（
上

」
所
収
本

）

を
も
っ
て
底
本
と
し
た
。
以
下
に
、
書
誌
に
つ
い
て
簡
単
に
記
し
て
お
く
。
高
野
山
三
宝
院
文
庫
『
神
祇
秘
抄

（
請
求
番
号

』

）
、

「

」
、

、

、

特

・
三
・
５

外
題
は

神
祇
秘
抄

并
日
本
得
名

法
量
は
縦
二
十
五
・
六
セ
ン
チ

横
十
五
・
二
セ
ン
チ

上
中
下

23
全
四
十
一
丁
（
う
ち
三
丁
が
「
日
本
得
名

）
で
あ
る
。
上
巻
末
に
朱
で
、
下
巻
末
に
墨
書
で

「
応
永
二
十
九
年
九
月
」
の
秀

」

、

範
の
奥
書
と
花
押
を
記
す
。
全
編
に
わ
た
り
訓
点
を
施
す
が
、
本
文
と
同
筆
と
思
わ
れ
る
も
の
は
わ
ず
か
で
、
ほ
と
ん
ど
は
朱
に

よ
る
訓
点
の
書
き
入
れ
で
あ
り
、
さ
ら
に
本
文
と
は
別
筆
と
思
わ
れ
る
墨
書
の
訓
点
も
若
干
見
受
け
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ

ら
の
訓
点
も
参
考
に
訓
読
を
お
こ
な
っ
た
。
ち
な
み
に
、
高
野
山
三
宝
院
文
庫
に
は
、
も
う
一
本
、
法
寿
院
旧
蔵
の
応
永
三
十
四

『

』
（

）

。

、

、

、

年
写

神
祇
秘
抄

請
求
番
号

特

・
三
・

が
あ
る

こ
ち
ら
は
下
巻
の
み
で

全
六
条
を
収
め
る
が

そ
の
内
容
は

11

61

、

、

。

、

真
福
寺
文
庫
本
と
も

神
道
大
系
本
と
も
異
な
り

真
福
寺
本
の
巻
頭
目
録
に
載
せ
る
順
と
一
致
す
る

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は

次
回
下
巻
掲
載
の
際
に
ま
た
触
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
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